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 1942年  7月22～ 28日、日タイ夏季林間学校に参加（『日本タイ協会会報第30号』（1942年10
月）にタイ人留学生を代表して感想文を寄せた）。
 1943年4月　函館高等水産学校（44年より函館水産専門学校に改称）入学
 1945年9月　同上　卒業
 1946年1月　タイ国に帰国
 帰国後　タイ国海軍、水産局で、水産業の振興に尽力
 1983年、水産局長を定年退職。
11 この号に掲載されている1942年7月に開かれた日本タイ協会主催の「日タイ学生夏季林間寮」
の報告の中の学生からの感想文、「感想ノ１、タイ国人の立場から」。「日タイ学生夏季林間寮」
の参加学生はタイ人留学生11名と、東京外国語学校タイ語部の1、2年生13名であった。「感
想ノ２、日本人の立場から」を書いているのは東京外国語学校タイ語科学生、田中正明さん、
21歳である。
12 軍人勅諭五か条（明治15年1月4日詔勅）
 　　一、軍人は忠節を尽くすを本分とすべし
 　　一、軍人は礼儀を正しくすべし
 　　一、軍人は武勇を尚ぶべし
 　　一、軍人は信義を重んずべし
 　　一、軍人は質素を旨とすべし
